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いき､-0.6V よりも負側にプラ トーが現れる｡80kOe以上では行きと帰 りの曲線がほとん
ど一致する限界電涜曲線になる｡
電解質の溶液に磁場をかけるとイ
オンの運動に対 してローレンツ力
が働 き､溶液に対流ができること
が知 られている｡零磁場における
cvでは電龍はBQの拡散によって支
配されていたが､80kOe以上では
磁場によって誘起された溶液の対
流によって電涜が支配されるよう
になり､限界電流も急激に磁場 と
共に増加する｡さらに､限界電流
に達する電位が磁場の増加 と共に
負にずれていくことにより､強磁
場下では電極過程における律速段
階が物質移動から電子移動過程に
移行 していることが分かる｡
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